
(57)【要約】

【目的】超音波探触子の基本的構造を変えることなく簡

易な構造としたまま、ＥＭＣ対策を十分にする。

【構成】音響整合層の一層目と二層目とを圧電板上に順

次に設け、前記圧電板の外周をシールド材で覆ってなる

超音波探触子において、前記音響整合層の一層目内に電

波吸収材を分散した構成とし、電波吸収材は抵抗性吸収

材、誘導性吸収材あるいは磁性吸収材からなる。また、

前記音響整合層の一層目と二層目との間に電波吸収材か

らなる薄膜を設けた構成とし、音響整合層の一層目はガ

ラス、二層目は樹脂とする。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 音 響 整 合 層 の 一 層 目 と 二 層 目 と を 圧 電 板 上 に 順 次 に 設 け 、 前 記 圧 電 板 の 外 周 を シ ー ル ド
材 で 覆 っ て な る 超 音 波 探 触 子 に お い て 、 前 記 音 響 整 合 層 の 一 層 目 内 に 電 波 吸 収 材 を 分 散 し
た こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 探 触 子 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 電 波 吸 収 材 は 抵 抗 性 吸 収 材 、 誘 導 性 吸 収 材 あ る い は 磁 性 吸 収 材 と す る 請 求 項 １ の 超
音 波 探 触 子 。
【 請 求 項 ３ 】
　 音 響 整 合 層 の 一 層 目 と 二 層 目 と を 圧 電 板 上 に 順 次 に 設 け 、 前 記 圧 電 板 の 外 周 を シ ー ル ド
材 で 覆 っ て な る 超 音 波 探 触 子 に お い て 、 前 記 音 響 整 合 層 の 一 層 目 と 二 層 目 と の 間 に 電 波 吸
収 材 か ら な る 薄 膜 を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 探 触 子 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 電 波 吸 収 材 は 抵 抗 性 吸 収 材 で あ る 請 求 項 ２ の 超 音 波 探 触 子 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 音 響 整 合 層 の 一 層 目 は ガ ラ ス 又 は 樹 脂 と し 、 前 記 音 響 整 合 層 の 二 層 目 は 樹 脂 と し た
請 求 項 １ 又 は ２ の 超 音 波 探 触 子 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は Ｅ Ｍ Ｃ （ Electro-Magnetic Compatibility、 電 磁 環 境 適 合 性 ） を 備 え た 超 音 波
探 触 子 を 技 術 分 野 と し 、 特 に 超 音 波 の 送 受 波 面 に 電 波 吸 収 材 料 を 用 い た 超 音 波 探 触 子 に 関
す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
（ 発 明 の 背 景 ）
　 超 音 波 探 触 子 は 例 え ば 医 用 の 超 音 波 診 断 装 置 に 超 音 波 の 送 受 波 部 と し て 適 用 さ れ る 。 近
年 で は 、 超 音 波 探 触 子 自 身 か ら 妨 害 電 波 を 出 す こ と な く （ 所 謂 Ｅ Ｍ Ｉ ） 、 し か も 外 部 か ら
の 電 磁 波 に よ っ て 自 身 の 動 作 が 阻 害 さ れ な い こ と （ 同 Ｅ Ｍ Ｓ ） が 求 め ら れ る 。 特 に 、 医 用
の 超 音 波 探 触 子 の 場 合 は 、 自 ら の 発 生 す る 電 磁 波 に よ っ て の 生 体 （ 人 体 ） へ の 悪 影 響 が 懸
念 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
（ 従 来 技 術 の 一 例 ）
　 第 ３ 図 は 一 従 来 例 を 説 明 す る 超 音 波 探 触 子 の 断 面 図 で あ る 。 超 音 波 探 触 子 は 両 主 面 に 駆
動 電 極 １ （ ａ ｂ ） を 有 す る 例 え ば Ｐ Ｚ Ｔ (登 録 商 標 )と し た 圧 電 板 ２ の 送 受 波 面 側 （ 一 主 面
側 ） に 音 響 整 合 層 ３ を 有 す る 。 圧 電 板 ２ は 例 え ば 円 状 の 単 板 あ る い は こ れ を ２ 分 割 と し た
所 謂 シ ン グ ル 型 と す る 。 音 響 整 合 層 ３ は 圧 電 板 ２ の 一 主 面 か ら 順 次 に 一 層 目 ３ ａ 及 び 二 層
目 ３ ｂ と し た 二 層 構 造 と す る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 音 響 整 合 層 ３ の 一 層 目 ３ ａ は 例 え ば 貼 着 に よ る ガ ラ ス と し 、 二 層 目 ３ ｂ を コ ー テ ィ ン グ
に よ る 樹 脂 と す る 。 コ ー テ ィ ン グ は 溶 融 樹 脂 を 塗 布 し て 硬 化 後 に 研 磨 し て 形 成 す る 工 程 か
ら な る 。 一 層 目 ３ ａ と 二 層 目 ３ ｂ は 生 体 （ 被 検 体 ） に 向 か っ て 順 次 に 小 さ く な る 音 響 イ ン
ピ ー ダ ン ス 値 が 選 択 さ れ 、 圧 電 板 ２ か ら 放 射 さ れ る 超 音 波 の 伝 播 損 失 を 少 な く す る 。 ま た
、 一 層 目 ３ ａ と 二 層 目 ３ ｂ は 、 い ず れ も 例 え ば 超 音 波 周 波 数 の λ ／ ４ の 厚 み と す る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 圧 電 板 ２ の 他 主 面 に は 例 え ば 樹 脂 の 流 し 込 み に よ る バ ッ キ ン グ 材 ４ が 設 け ら れ る 。 バ ッ
キ ン グ 材 ４ は 圧 電 板 ２ に よ る 振 動 の 尾 引 き (リ ン ギ ン グ ） を 抑 制 す る 。 圧 電 板 ２ の 外 周 に
は 絶 縁 板 ５ を 挟 ん で ア ー ス 電 位 に 接 地 さ れ る シ ー ル ド ケ ー ス ６ が 設 け ら れ る 。 そ し て 、 シ
ー ル ド ケ ー ス ６ の 外 周 に 絶 縁 体 か ら な る 探 触 子 筐 体 ７ が 設 け ら れ る 。 な お 、 音 響 整 合 層 ３
の 二 層 目 ３ ｂ は 一 層 面 の 表 面 、 及 び シ ー ル ド ケ ー ス ６ 、 探 触 子 筐 体 ７ の 開 口 端 面 を 覆 っ て
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設 け ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 圧 電 板 ２ の 駆 動 電 極 １ （ ａ ｂ ） は 一 対 の リ ー ド 線 ８ が 接 続 し て 、 シ ー ル ド ケ ー ス ６ に お
け る 他 端 側 の 開 口 端 か ら 図 示 し な い 同 軸 ケ ー ブ ル 等 に よ っ て 導 出 さ れ る 。 一 般 に は 、 送 受
波 面 側 の 駆 動 電 極 １ （ ａ ｂ ） を ア ー ス 電 位 と し て 、 他 主 面 側 に 駆 動 パ ル ス Ｐ が 印 加 さ れ る
。 こ れ ら に よ り 、 圧 電 板 ２ の 送 受 波 面 を ア ー ス 電 位 と し た 駆 動 電 極 １ ａ に よ っ て 、 圧 電 板
２ の 外 周 及 び 他 主 面 を シ ー ル ド ケ ー ス ６ に よ っ て 包 囲 し 、 Ｅ Ｍ Ｉ 及 び Ｅ Ｍ Ｓ を 含 む Ｅ Ｍ Ｃ
対 策 と す る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ４ － ５ ７ ８ ０ ６ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － １ ０ １ ４ ９ ６ 号 公 報
【 非 特 許 文 献 １ 】 電 波 吸 収 体 の は な し 、 日 刊 工 業 新 聞 社 、 2001年 6月 29日 発 行 、 Ｐ 1～ Ｐ 6
．
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
（ 従 来 技 術 の 問 題 点 ）
　 し か し な が ら 、 上 記 構 成 の 超 音 波 探 触 子 で は 、 送 受 波 面 の 駆 動 電 極 １ ａ を ア ー ス 電 位 と
し た 圧 電 板 ２ が シ ー ル ド ケ ー ス ６ に 収 容 さ れ て い る と は い え 、 送 受 波 面 の 微 小 の 隙 間 か ら
飛 び 込 み 十 分 な Ｅ Ｍ Ｃ 対 策 と は 言 え な い 問 題 が あ っ た 。 こ の こ と か ら 、 例 え ば 特 許 文 献 １
に 示 さ れ る よ う に 送 受 波 面 側 に も シ ー ル ド 材 を 設 け て Ｅ Ｍ Ｃ を 確 保 し た も の も あ る が 、 こ
れ ら は 構 造 を 複 雑 に し て 製 造 を 困 難 に す る 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
（ 発 明 の 目 的 ）
　 本 発 明 は 基 本 的 構 造 を 変 え る こ と な く 簡 易 な 構 造 と し た ま ま 、 Ｅ Ｍ Ｃ 対 策 を 十 分 に し た
超 音 波 探 触 子 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 は 例 え ば 特 許 文 献 １ 及 び 非 特 許 文 献 １ で 示 さ れ る 電 波 吸 収 材 に 着 目 し 、 特 許 請 求
の 範 囲 （ 請 求 項 １ ） に 示 し た よ う に 、 音 響 整 合 層 の 一 層 目 と 二 層 目 と を 圧 電 板 上 に 順 次 に
設 け 、 前 記 圧 電 板 の 外 周 を シ ー ル ド 材 で 覆 っ て な る 超 音 波 探 触 子 に お い て 、 前 記 音 響 整 合
層 の 一 層 目 内 に 電 波 吸 収 材 を 分 散 し た 構 成 と す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た 、 請 求 項 ３ で は 、 音 響 整 合 層 の 一 層 目 と 二 層 目 と を 圧 電 板 上 に 順 次 に 設 け 、 前 記 圧
電 板 の 外 周 を シ ー ル ド 材 で 覆 っ て な る 超 音 波 探 触 子 に お い て 、 前 記 音 響 整 合 層 の 一 層 目 と
二 層 目 と の 間 に 電 波 吸 収 材 か ら な る 薄 膜 を 設 け た 構 成 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 こ の よ う な 請 求 項 １ 又 は 請 求 項 ３ の 構 成 で あ れ ば 、 音 響 整 合 層 の 一 層 目 に 分 散 し た 電 波
吸 収 材 に よ っ て 、 超 音 波 送 受 波 面 か ら 入 出 す る 電 磁 波 を 熱 に 変 換 し て 吸 収 す る 。 し た が っ
て 、 送 受 波 面 に 新 た に シ ー ル ド 材 を 付 加 す る こ と が な く 、 超 音 波 探 触 子 の 構 造 を 簡 易 に 維
持 し た 上 で 、 Ｅ Ｍ Ｃ 対 策 を 十 分 に で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 第 １ 図 は 本 発 明 の 一 実 施 形 態 を 説 明 す る 超 音 波 探 触 子 の 断 面 図 で あ る 。 な お 、 前 従 来 例
と 同 一 部 分 の 説 明 は 簡 略 又 は 省 略 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 超 音 波 探 触 子 は 、 前 述 し た よ う に 、 駆 動 電 極 １ （ ａ ｂ ） を 両 主 面 に 有 す る 圧 電 板 ２ の 超
音 波 送 受 波 面 側 に 二 層 構 造 （ 一 層 目 ３ ａ と 二 層 目 ３ ｂ ） の 音 響 整 合 層 ３ を 有 し 、 他 主 面 側
が バ ッ キ ン グ 材 ４ に 固 着 さ れ る 。 そ し て 、 絶 縁 板 ５ を 挟 ん で 圧 電 板 ２ の 外 周 を 探 触 子 筐 体
７ 内 の シ ー ル ド ケ ー ス ６ で 覆 い 、 圧 電 板 ２ の 他 主 面 か ら 同 軸 ケ ー ブ ル 等 に よ る 一 対 の リ ー
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ド 線 ８ が 導 出 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 そ し て 、 こ こ で は 、 音 響 整 合 層 ３ の ガ ラ ス か ら な る 一 層 目 ３ ａ に は 、 黒 点 で 示 す 電 波 吸
収 材 ８ を 分 散 し て な る 。 電 波 吸 収 材 ８ は 抵 抗 性 吸 収 材 、 誘 導 性 吸 収 材 あ る い は 磁 性 吸 収 材
か ら な る 。 抵 抗 性 吸 収 材 と し て は 例 え ば Ｉ Ｔ Ｏ （ 酸 化 イ ン ジ ウ ム す ず ） 、 磁 性 吸 収 材 と し
て は フ ェ ラ イ ト 粒 子 、 誘 導 性 吸 収 材 と し て カ － ボ ン ゴ ム や こ れ を 含 む 発 泡 ウ レ タ ン 、 ポ リ
ス チ ロ ー ル が 上 げ ら れ る 。 な お 、 電 波 吸 収 材 ８ に よ っ て 電 磁 波 が 熱 に 変 換 さ れ て そ の エ ネ
ル ギ ー が 吸 収 さ れ る 。 音 響 整 合 層 ３ の 二 層 目 ３ ｂ は 前 述 同 様 に 樹 脂 の コ ー テ ィ ン グ に よ っ
て 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 こ の よ う な 構 成 で あ れ ば 、 音 響 整 合 層 ３ の 一 層 目 ３ ａ に 分 散 し た 電 波 吸 収 材 ８ よ っ て 、
送 受 波 面 か ら の 不 要 な 電 磁 波 が 熱 に 変 換 さ れ る 。 し た が っ て 、 送 受 波 面 か ら の 電 磁 波 の 出
入 を 防 止 で き る 。 ま た 、 送 受 波 面 以 外 の 外 周 か ら の 電 磁 波 は 従 来 同 様 に シ ー ル ド ケ ー ス ６
に よ っ て 遮 断 す る 。 こ れ ら に よ り 、 超 音 波 探 触 子 か ら の 電 磁 波 の 入 出 を 完 全 に 遮 断 し て 、
Ｅ Ｍ Ｃ 対 策 を 十 分 に す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 そ し て 、 電 波 吸 収 材 ８ が 混 入 （ 分 散 ） さ れ た 音 響 整 合 層 ３ の 一 層 目 ３ ａ は 二 層 目 ３ ｂ に
覆 わ れ る の で 、 一 層 目 ３ ａ と 生 体 と は 電 気 的 に 隔 離 さ れ る 。 し た が っ て 、 電 波 吸 収 材 ８ を
含 む 一 層 目 ３ ａ に よ る 生 体 へ の 悪 影 響 を も 防 止 で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
（ 他 の 事 項 ）
　 上 記 実 施 形 態 で は 音 響 整 合 層 ３ の 一 層 目 ３ ａ は 貼 着 に よ る ガ ラ ス と し た が 、 一 層 目 ３ ａ
を 二 層 目 ３ ｂ と 同 様 に 樹 脂 に よ る コ ー テ ィ ン グ と し て も よ い こ と は 勿 論 で あ る 。 こ の 場 合
、 一 層 目 ３ ａ の 樹 脂 は ガ ラ ス に 比 較 し て 柔 軟 性 を 有 す る の で 、 例 え ば 電 波 吸 収 材 ８ と の 熱
膨 張 係 数 差 を 吸 収 し て 破 損 や 亀 裂 を 防 止 す る 。 ま た 、 超 音 波 探 触 子 は シ ン グ ル 型 と し た が
、 こ れ に 限 ら ず 、 矩 形 状 の 圧 電 素 子 を 幅 方 向 に 並 べ た 配 列 型 に も 適 用 で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ま た 、 圧 電 板 ２ の 外 周 を 覆 う シ ー ル ド ケ ー ス ６ に 変 え て 、 例 え ば 外 周 に 銅 箔 等 を 巻 き 付
け て な る シ ー ル ド 材 で あ っ て も よ く 、 要 は 送 受 波 面 を 除 い た 外 周 か ら の 電 磁 波 の 出 入 を 防
止 す る も の で あ れ ば よ い 。 ま た 、 音 響 整 合 層 ３ の み な ら ず 、 特 許 文 献 ２ で 示 さ れ る よ う に
バ ッ キ ン グ 材 ４ に 電 波 吸 収 材 を 分 散 （ 混 入 ） し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ま た 、 電 波 吸 収 材 ８ は 抵 抗 性 吸 収 材 、 磁 性 吸 収 材 あ る い は 誘 導 性 吸 収 材 と し た が 、 誘 導
性 吸 収 材 は 超 音 波 の 減 衰 が 大 き い の で 、 抵 抗 性 吸 収 材 や 磁 性 吸 収 材 が 実 用 上 は 好 ま し い 。
ま た 、 音 響 整 合 層 中 ３ 中 に 電 波 吸 収 材 ８ を 分 散 し た が 、 例 え ば 第 ３ 図 に 示 し た よ う に 、 電
波 吸 収 材 ８ を 抵 抗 吸 収 材 と し て 一 層 目 ３ ａ と 二 層 目 ３ ｂ 及 び 一 層 目 の 側 面 と の 間 に 蒸 着 等
に よ っ て 一 層 目 ３ ａ 及 び 二 層 目 ３ ｂ の 厚 み （ 通 常 で は 超 音 波 周 波 数 の λ ／ ４ ） よ り も 充 分
に 小 さ い 薄 膜 を 設 け て も よ い 。 な お 、 一 層 目 ３ ａ の 外 周 側 面 に も 形 成 す る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 を 説 明 す る 超 音 波 探 触 子 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 他 の 実 施 形 態 を 説 明 す る 超 音 波 探 触 子 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 従 来 例 を 説 明 す る 超 音 波 探 触 子 の 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ １ 】
　 １ 　 駆 動 電 極 、 ２ 　 圧 電 板 、 ３ 　 音 響 整 合 層 、 ３ ａ 　 一 層 目 、 ３ ｂ 　 二 層 目 、 ４ 　 バ ッ
キ ン グ 材 、 ５ 　 絶 縁 板 、 ６ 　 シ ー ル ド ケ ー ス 、 ７ 　 探 触 子 筐 体 、 ８ 　 リ ー ド 線 、 ９ 　 電 波
吸 収 材 。
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